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 この程、一社 日本エネルギー設備保安推進協会(略称：JESA「ジェサ」)（代表理事：近

藤豊嗣）では、非常用発電設備の実負荷試験に使用する負荷試験装置の専門技術者の養成

を目途に「第３種 負荷装置専門技術者」講習を 6月 11日（水）12日（木）に開催。 

 JESA は、昨年 11 月 18 日に日本のエネルギー設備の保守・保安の定期的な実施が非常

時のエネルギー確保につながる事を、メーカー、工事会社のみならず、発電機設置ビルの

所有者に対しても積極的に啓蒙推進活動を実施している。 

 まずは、非常用発電機の総合点検において消防法において定められている 1/3の実負荷運

転試験で使用できる負荷装置を随時、協会認定の実施と共に、“あんぜん”“あんしん”の

負荷試験の提供を目指し、第 1回の負荷装置専門技術者講習を実施した。 

 今後、JESAでは会員企業を中心に適宜、負荷装置専門技術者講習を実施していく予定で

ある。 

 詳しくは、上記までお問合せ下さい。 

 

以下、第 1回 技術者講習より 
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第 1回『第３種 負荷装置専門技術者講習』実施 

非常用発電機の実負荷運転の啓蒙で緊急時の“あんぜん”“あんしん” 


